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平成25年 第1回定例会（2月20日～3月26日）
質問・答弁は要旨を掲載しています。なお、会議録は作成後、市立図書館、
市政情報センター（市役所１階）ほかで閲覧できます。
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■ 5月28日に富岡公民館ホール・6月1日に山口公民館ホールで議会報告会を開催しました。

所沢市議会 第２回「政策討論会」を開催しました

２月９日に市役所３階全員協議会室で「政策討論会」を開催しました ( 詳細は９ページ参照 )

「議会報告会」 を開催します
…伝えたい議会のこと お聞きしたい皆さんの声…

５月１８日(土) 午後２時から
新所沢まちづくりセンター ホール

５月２４日(金) 午後７時から
小手指公民館分館 ホール

３月議会で審議した内容について、この市議会だよりを資料として、議員が市民の皆さまにご報告いたします。
お申し込みは不要ですのでお気軽にご来場ください。※両日共、手話通訳を実施いたします。
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◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

■
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
事
業

	

３
１
５
万
円

　

耐
震
性
貯
水
槽
は
、
災
害
時
に
飲
料
水
を
確

保
す
る
た
め
、
所
沢
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い

て
市
内
５
か
所
へ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
東
所
沢
小
学
校
と
小
手
指
小
学

校
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
災
害
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ら
に

２
か
所
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

貯
水
槽
の
型
式
と
容
量
、
材
質
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

地
下
埋
没
型
で
貯
水
量
は
１
０
０
ト
ン
、

材
質
に
つ
い
て
は
強
じ
ん
性
の
高
い
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
を
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
（
総
合

政
策
部
所
管
部
分
）

１
９
６
万
８
千
円

　

公
共
施
設
の
予
約
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
す
る
と
と

も
に
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
公
共
施
設

案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
24
時
間
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の
機
器
の
老

朽
化
に
加
え
、
今
後
の
保
守
契
約
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
９
月
末
の
リ

ー
ス
期
間
満
了
を
機
に
、
更
新
を
図
る
も
の
で

す
。

平成25年
第１回（３月）
定例会
　 を可決しました議案36件

　平成 25年第１回（３月）定例会は、２月 20日
から３月 26日までの 35日間の会期で開会されま
した。
　市長からは、予算関係 18件、所沢市教育委員会
委員定数条例制定を含む条例関係 11 件など、計
36件の議案が提出されました。
　開会初日、藤本市長は施政方針演説の中で、日本
は東日本大震災後の新たなステージ「災後」の時代
に入り、この大きな節目にあたって、未来の子ども
たちに向けて大人が連帯すべき時という認識を市職
員と共有し、新たな日本における市民の幸せのため
に力を尽くしていくと述べました。
　提出された議案は、教育委員会委員任命の同意を
求めることについてほか３件の追加議案を含めて、
すべて可決しました。
　議員からは、所沢市議会議員定数条例の一部を改
正する条例制定、ほか７件の議案が提出され、いず
れも可決しました。

問問

答答

市
長
提
出
議
案

総
務
常
任
委
員
会
　付
託
議
案

—— おもな議案の概要 ——

▲施政方針演説中の藤本市長

▲男女共同参画推進センターふらっと（寿町）
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■
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画

策
定
事
業

９
５
７
万
９
千
円

　

現
行
の
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
前
期
基

本
計
画
の
計
画
期
間
が
平
成
26
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

30
年
度
ま
で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後

期
基
本
計
画
を
新
た
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

現
行
の
第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
前

期
基
本
計
画
の
策
定
後
、
東
日
本
大
震
災

を
含
め
、
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

が
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、
基

本
構
想
の
一
部
見
直
し
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
教
訓
を
得
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
で
基
本
構
想
を
大
き
く
変
動
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
現
時
点
で
の
見
直
し
は

考
え
て
い
な
い
。

■
「
未
来
（
あ
す
）
を
見
つ
め
、
今
を
動
く
」

政
策
形
成
事
業

２
０
０
万
円

　

未
来
（
あ
す
）
を
見
つ
め
、
所
沢
を
動
か
し

て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
高
度
な
政
策
形
成
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
識
者
や

専
門
家
か
ら
課
題
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴

取
す
る
と
と
も
に
、
先
進
都
市
視
察
や
研
修
会

等
へ
の
派
遣
を
通
し
、
市
職
員
の
能
力
や
意
欲

を
高
め
、
課
題
へ
の
対
応
力
を
磨
く
も
の
で
す
。

　

先
進
都
市
視
察
や
研
修
会
へ
参
加
で
き

る
人
員
お
よ
び
視
察
先
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

各
所
属
に
お
い
て
、
視
察
先
や
人
員
を

選
定
し
て
も
ら
い
、
担
当
課
に
申
請
す
る

形
式
で
あ
る
。

◎
所
沢
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例
制
定

　

平
成
24
年
５
月
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
な

さ
れ
た
場
合
に
、
市
民
の
生
命
や
健
康
の
保
持

お
よ
び
住
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
と
す

る
た
め
対
策
本
部
を
設
置
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
対
策
を
総
合
的
に
推
進
調
整
す
る

も
の
で
す
。

◎
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　

消
防
広
域
化
に
伴
う
久
喜
地
区
消
防
組
合
お

よ
び
埼
玉
西
部
広
域
事
務
組
合
の
解
散
、
自
校

給
食
化
に
伴
う
加
須
鴻
巣
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

組
合
の
解
散
に
よ
り
、
団
体
数
が
減
少
す
る
こ

と
に
つ
い
て
同
事
務
組
合
を
組
織
す
る
関
係
地

方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
も
の
で
す
。

◎
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
の

規
約
変
更

　

消
防
広
域
化
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
埼
玉
西
部

消
防
組
合
と
埼
玉
東
部
消
防
組
合
を
埼
玉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
に
伴

い
、
加
入
団
体
数
の
増
加
に
つ
い
て
同
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協

議
す
る
も
の
で
す
。

◎
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

契
約
金
額　

１
，
５
０
０
万
円
（
上
限
額
）

契
約
の
相
手
方　

佐
渡
一
雄
氏
（
中
富
南
／

公
認
会
計
士
）

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

■
難
病
患
者
見
舞
金
支
給
事
業２

３
７
万
５
千
円

　

市
内
在
住
の
難
病
患
者
に
対
し
て
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
申
請
者
が
増
加
し
た
た
め
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

難
病
の
種
類
に
関
係
な
く
、
一
律
２
万

５
千
円
支
給
に
し
て
い
る
根
拠
は
何
か
。

　

県
内
他
市
の
支
給
状
況
を
含
め
て
総

合
的
に
判
断
し
、
平
均
的
な
支
給
額
だ
と

認
識
し
て
い
る
。

■
家
庭
保
育
室
運
営
事
業

７
５
０
万
円

　

家
庭
保
育
室
に
対
し
支
払
っ
て
い
る
、
乳
幼

児
の
保
育
委
託
料
に
は
、
利
用
者
の
所
得
税
額

等
に
応
じ
た
保
育
料
軽
減
費
を
含
め
て
い
る
が
、

当
初
見
込
み
よ
り
も
１
人
あ
た
り
の
金
額
が
高

く
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
時
間
外
保
育
の
利
用

実
績
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
不
足
額
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　

近
年
に
お
け
る
家
庭
保
育
室
の
利
用

人
数
と
平
成
25
年
度
の
利
用
見
込
人
数

を
伺
い
た
い
。

　

平
成
21
年
度
が
１
，
９
３
３
人
、
平
成

22
年
度
が
２
，
３
３
７
人
、
平
成
23
年
度

が
２
，
５
３
４
人
、
平
成
24
年
度
が
２
，
６

９
０
人
程
度
の
見
込
み
で
、
平
成
25
年
度
も
前

年
度
と
同
程
度
の
利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

■
学
校
給
食
施
設
親
子
方
式
整
備
事
業

６
３
５
万
６
千
円

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

な
改
修
工
事
や
修
繕
に
よ
り
老
朽
化
へ
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
校
調
理
場
を
拡
充

し
、
近
隣
中
学
校
給
食
の
調
理
・
配
送
を
行
う

も
の
で
す
。

　

実
施
予
定
校
で
あ
る
柳
瀬
小
学
校
と
和

田
小
学
校
の
親
子
方
式
の
対
象
に
な
る
中

学
校
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

　

柳
瀬
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し
て

い
る
柳
瀬
中
学
校
、
和
田
小
学
校
は
も
っ

と
も
近
く
に
あ
る
安
松
中
学
校
に
な
る
。

問問

問問

問問

問問

問問 答答

答答答答

答答

答答

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　付
託
議
案

▲学校給食献立の一例
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■
（
仮
称
）
障
害
者
地
域
生
活
基
盤
整
備
促
進

事
業

４
７
２
万
円

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

が
自
立
し
た
地
域
生
活
を
営
む
た
め
の
生
活
拠

点
と
し
て
、
第
２
次
所
沢
市
障
害
者
支
援
計
画

に
お
い
て
整
備
・
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

事
業
は
、
市
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
開
設
、

運
営
す
る
法
人
に
対
し
、
そ
の
施
設
整
備
等
に

要
す
る
経
費
、
運
営
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
で
安
心
し
た
生
活
の
で
き
る
住
環
境

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
ど
の
く
ら
い
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

整
備
に
関
す
る
目
標
は
設
定
し
て
い
る
の
か
。

　

現
在
、
市
内
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
は
、
５
施
設
、
59
名
分
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
85
人
分
の
整

備
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

■
養
育
支
援
訪
問
事
業

５
６
３
万
３
千
円

　

養
育
の
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対
し
て

訪
問
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
育
児
負
担
の

軽
減
と
養
育
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
虐
待
の
予
防
を
図
る
も
の
で
す
。

　

支
援
内
容
の
う
ち
、
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問

回
数
と
、
ど
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

食
事
や
衣
服
、
生
活
環
境
等
に
つ
い
て

不
適
切
な
養
育
状
態
に
あ
る
家
庭
に
対
し

て
は
週
１
回
、
育
児
不
安
や
精
神
的
に
不
安
定

な
状
態
に
あ
る
家
庭
に
対
し
て
は
週
２
回
を
想

定
し
て
い
る
。
派
遣
の
依
頼
先
に
つ
い
て
は
、

所
沢
市
医
師
会
、
所
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
を

予
定
し
て
い
る
。

◎
所
沢
市
教
育
委
員
会
委
員
定
数
条
例
制
定

　

教
育
に
関
し
て
、
よ
り
広
く
住
民
の
声
や
意

見
を
い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
、

教
育
委
員
会
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
す
る

と
と
も
に
教
育
行
政
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る

た
め
、
教
育
委
員
会
の
委
員
定
数
を
増
員
す
る

も
の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
増
員
す
る

理
由
は
何
か
。

　

学
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
管
轄
す
る
教
育
委
員
会
で
は
、

教
育
、
学
術
、
文
化
に
関
し
て
識
見
を
有
す
る

方
々
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
構
成
メ

ン
バ
ー
の
人
員
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
け
る
と
の
考
え
か
ら
増
員
す

る
も
の
で
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

■
一
般
廃
棄
物
焼
却
処
理
施
設
運
営
管
理
事
業

	

１
，
２
０
０
万
円

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
搬
入
さ
れ

た
ご
み
を
焼
却
お
よ
び
溶
融
処
理
す
る
過
程
で

発
生
す
る
排
ガ
ス
等
の
有
害
物
質
の
除
去
な
ど

を
行
う
た
め
、
各
種
の
薬
剤
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
一
部
薬
剤
の
契
約
単
価
が
上
昇
し
た

こ
と
、
ま
た
、
夏
季
の
節
電
期
間
に
お
け
る
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
み
搬
入
等
に

よ
り
、
年
間
約
３
，
０
０
０
ト
ン
の
ご
み
焼
却

量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
分
の
ご
み
処

理
は
今
後
も
継
続
的
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

近
隣
住
民
に
は
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供
し
て
い

る
の
か
。

　

夏
の
節
電
期
間
中
に
つ
い
て
は
、
西
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
分
も
含
め
て
処
理
し
、

節
電
に
努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
近
隣
住
民

へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
保
全
委
員
会
に
諮
っ
て
い
る
。

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

　
■
（
仮
称
）
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
所
沢
設
置
運
営
事
業

４
９
８
万
２
千
円

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た
「
マ
チ
ご
と
エ
コ

タ
ウ
ン
所
沢
構
想
に
係
る
基
礎
調
査
」
の
結
果

を
踏
ま
え
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
自
立
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
大
規

模
太
陽
光
発
電
施
設
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
図
る
も
の
で
す
。

　

設
置
す
る
パ
ネ
ル
を
廃
棄
す
る
際
の

方
向
性
ま
で
見
込
ん
で
実
施
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
予
定
を
立
て
て

い
る
の
か
。

　

国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
紡
ご
う
絆　

地
域
応
援
事
業

８
５
万
円

　

自
治
会
・
町
内
会
等
が
、
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
住
民
の
交
流
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

を
実
施
す
る
際
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
活
動
を
促
進
し
、
課
題
解
決
力

や
地
域
の
連
携
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
、「
地
域
の

底
力
支
援
事
業
」
と
事
業
目
的
は
異
な
る

の
か
。

　
「
地
域
の
底
力
支
援
事
業
」
で
は
、
先

進
的
な
事
業
を
表
彰
し
て
い
た
た
め
、
活

発
に
活
動
し
て
い
る
自
治
体
・
町
内
会
か
ら
の

応
募
が
多
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
本
事
業
で
は
、
資
金
面
等
の
課

題
に
よ
り
、
活
動
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
自
治

会
・
町
内
会
に
も
補
助
金
を
交
付
し
て
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。

▲東部クリーンセンター（日比田）

問問 問問

問問

問問

問問問問

答答 答答

答答

答答

答答答答

市
民
環
境
常
任
委
員
会 

付
託
議
案
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■
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動
支
援
事
業

３
０
０
万
円

　

人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
互
い
に
支
え

合
い
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

自
治
会
・
町
内
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
内
の

団
体
で
構
成
す
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
各
地

域
へ
の
設
置
を
促
進
し
、
そ
の
自
主
的
な
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
参
加
と
協

働
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
と
と
も
に
、
安
全
、

安
心
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
も
の

で
す
。
平
成
25
年
度
は
、
設
立
に
至
っ
た
協
議

会
に
交
付
金
を
交
付
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

　

今
後
、
全
11
行
政
区
に
交
付
金
を
交
付

す
る
見
込
み
な
の
か
。

　

今
回
は
、
３
行
政
区
を
想
定
し
て
い
る

が
、
全
11
行
政
区
に
つ
い
て
も
予
算
の
許

す
範
囲
で
同
様
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
所
沢
グ
ル
メ
づ
く
り
支
援
事
業

	

３
０
０
万
円

　

近
年
、「
食
」
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
が

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
既
存
の
食
文
化
を
大
切
に
し
つ
つ
、
所
沢
ブ

ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
農
商
工
連

携
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民
や
地
域
、
関

係
団
体
と
協
働
し
、
所
沢
グ
ル
メ
を
開
発
・
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
も
の
で
す
。

　

以
前
、
本
市
の
地
場
野
菜
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
な
が
る
Ａ
級
グ
ル
メ
の
開
催
を
提
案

し
た
が
、
検
討
は
し
た
の
か
。

　

Ａ
級
グ
ル
メ
の
定
義
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
ま
た
、
市
内
外
に
下
地
が
な
い
こ
と

か
ら
実
現
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
事

業
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
と
決
め
込
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
、
実
行
委
員
会
等

で
多
く
の
方
々
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◎
所
沢
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

事
業
系
ご
み
の
処
理
原
価
と
処
分
手
数
料
に

隔
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
沢
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
で
の
審
議
、
答
申
を
踏
ま
え
、

事
業
活
動
に
伴
う
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料

お
よ
び
産
業
廃
棄
物
の
処
分
費
用
を
２
４
０
円

（
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
、
税
込
み
）
に
改
定

す
る
も
の
で
す
。

　

近
年
の
処
理
原
価
は
い
く
ら
だ
っ
た
の

か
。

　

平
成
23
年
度
は
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

の
処
理
原
価
が
約
３
３
０
円
、
平
成
24
年

度
は
年
度
途
中
の
た
め
算
出
中
で
あ
る
。

◎
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
予
算
は
、
３
５

１
億
２
，
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
12
億
１
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
事
業
と
し
て
は
、
税
系
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

（
市
民
部
所
管
）
と
し
て
３
，
２
８
２
万
５
千

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

要
望
の
多
か
っ
た
心
電
図
検
査
実
施
に

つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か
。

　

心
電
図
検
査
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の

特
定
健
康
診
査
の
健
診
結
果
と
医
師
の
判

断
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

■
新
所
沢
東
地
区
・
山
口
地
区
街
区
公
園
築
造

事
業

	

３
億
７
，
３
８
７
万
７
千
円

　

本
市
で
は
、
所
沢
市
み
ど
り
の
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
親
し
み
の
あ
る
身
近
な
公
園
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
新
所
沢
東
地
区
と

山
口
地
区
に
お
い
て
、
公
園
用
地
の
取
得
が

見
込
め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
街
区
公
園

の
築
造
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

新
所
沢
東
地
区
の
美
原
中
央
公
園
と

山
口
地
区
の
岩
崎
公
園
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

国
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
平
成
25

年
度
の
早
い
時
期
に
用
地
取
得
を
行
い
、

地
元
住
民
の
意
見
・
要
望
等
を
伺
い
な
が
ら

平
成
26
年
度
に
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

■
滝
の
城
址
公
園
用
地
取
得
事
業

	

１
，
３
１
２
万
７
千
円

　

滝
の
城
址
公
園
に
つ
い
て
は
、
市
有
地
以
外

の
部
分
が
緑
地
保
全
部
分
で
あ
る
た
め
、
地

権
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
緑
地
保
全
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
土
地
所
有
者
か

ら
買
い
取
り
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
用

地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

滝
の
城
址
公
園
の
概
要
と
用
地
取
得

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

昭
和
44
年
５
月
に
区
域
面
積
約
９
．
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
都
市
計
画
決
定
し
用
地

取
得
を
進
め
、
現
在
は
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
約
７
．
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
、
開

園
し
て
い
る
。
用
地
取
得
の
状
況
は
、
公
有
地

化
し
た
部
分
が
約
81
パ
ー
セ
ン
ト
、
未
買
収
地

が
緑
地
保
全
等
で
約
19
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
、
施
設
設
置
の
た
め
一
部
を
借
地
し
て
い

る
。

問問

問問

問問問問

問問

問問 答答答答

答答

答答

答答

答答

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　付
託
議
案

▲滝の城址公園（城）
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◎
平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
の
会
計
予
算
は
、
88
億
８
，
６
４

５
万
４
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
，
５

０
９
万
７
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
事

業
と
し
て
は
、
東
部
浄
水
場
内
に
あ
る
排
水
池

の
杭
基
礎
補
強
等
を
行
う
浄
水
場
整
備
事
業

（
耐
震
補
強
事
業
）
と
し
て
２
億
２
，
４
９
１

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
上
下
水
道
が
一
体
化

さ
れ
る
が
、
予
算
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

の
か
。

　

総
務
部
門
の
一
本
化
に
伴
う
職
員
数
の

削
減
に
よ
り
給
与
費
の
削
減
が
見
込
め
る

ほ
か
、
窓
口
の
一
元
化
に
よ
り
利
用
者
や
関
係

事
業
者
の
利
便
性
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◎
平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　　

下
水
道
事
業
の
会
計
予
算
は
、
78
億
１
，
４

４
６
万
２
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
18
億

６
，
０
４
６
万
２
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
は
ど
の
よ
う
に
予
定
し
て
い

る
の
か
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
る
第
１
次
市
街
化
調
整
区
域
の
第
３

期
整
備
計
画
に
係
る
受
益
者
負
担
額
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

◎
所
沢
市
、
東
村
山
市　

下
水
処
理
の
事
務
委

託
に
関
す
る
規
約
の
一
部
変
更

　

東
村
山
市
と
の
市
境
に
ま
た
が
っ
て
宅
地
造

成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
の
本
市
部
分
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
道
路
に
接
し
て
い
な
い
た
め

下
水
処
理
を
行
う
こ
と
が
地
形
的
に
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
区
域
か
ら
排
出
さ
れ
る
下
水

に
つ
い
て
東
村
山
市
に
受
け
入
れ
依
頼
を
協
議

す
る
こ
と
に
伴
い
、
下
水
処
理
の
事
務
委
託
に

関
す
る
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◎
市
道
路
線
の
廃
止　

１
路
線

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◎
平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

内
藤　

隆
行
氏
（
上
新
井
／
新
任
）

　

議
員
か
ら
は
『
所
沢
市
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
』
ほ

か
、
７
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
の
要
旨
は
最
終
ペ
ー
ジ
参
照
）

問問 問問答答 答答

議
員
提
出
議
案

委
員
会
付
託
を
行
わ
ず

　
　
　

全
体
審
議
と
し
た
議
案

　
　
　
　
　
　
（
追
加
議
案
４
議
案
）

本
会
議	

市
長
の
施
政
方
針
演
説
・
提
案
理
由

	

の
説
明

	

議
案
説
明
（
先
議
案
件
）

本
会
議	

議
案
質
疑
（
先
議
案
件
）

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

	

（
先
議
案
件
）

本
会
議	

常
任
委
員
長
報
告
・
採
決
（
先
議
案
件
）

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

	

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定
事
件
）

本
会
議	

議
案
説
明

本
会
議	

議
案
質
疑

委
員
会	

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

本
会
議	

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

委
員
会	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
審
査

本
会
議	
常
任
委
員
長
報
告

本
会
議	

討
論
・
採
決

	

追
加
議
案
の
上
程
・
質
疑
・
採
決

	

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
討
論
・
採
決

３
月
定
例
会
の
動
き

　

２
月
20
日

　

２
月
21
日

　

２
月
22
日

　

２
月
25
日

　

２
月
26
日

　

３
月
１
・４
日　

　

３
月
５
日

３
月
７
・８
・
12
・
13
・
14
日

　

３
月
26
日

　

３
月
18
日

　

３
月
25
日

閉会中の議会活動
■総務常任委員会
	 　特定事件「消防・救急について」のうち、消防広域化事業について審査を行いました。
■市民環境常任委員会
	 　特定事件「商業活性化」について、東京都品川区中延商店街を視察しました。
■建設水道常任委員会
	 　福井県福井市の手寄地区第一種市街地再開発事業、再開発ビル「AOSSA（アオッサ）」について、石川県
小松市の上下水道の統合について、石川県金沢市の上下水道の経営について、それぞれ視察しました。

■議会運営委員会
	 　福島県福島市の震災復興対策への対応に係る議会の関わり方について、山形県山形市の予算委員会につい
て、それぞれ視察しました。
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討 論
議案に	賛成・反対	します

■平成 25年度所沢市一般会計予算
●賛成●
・地域の課題は地域が最も把握し、きめ細かい対応
が図れると考える。現在、市内各地域で活動して
いるコミュニティ団体の連携を強化し、ネットワ
ークの構築を図ることが効率的である。

・リサイクルプラザが全面委託することで、経費削
減に加え、安全性のさらなる向上や効率的な運営
が可能になる。また、これまでに従事していた職
員を指導的立場で配置することにより専門職員の
育成も図れる。

・所沢市総合マネジメントシステム推進事業と行政
経営推進事業については、財政状況が厳しい中、
ますます行政運営の見直しや業務改善が必要にな
り、このことが市民生活に関わる事業の維持、向
上に寄与するものと考えられる。

●賛成●
・利用料の改定については、平成 24 年第 3回定例会
で議決しており、平成 25 年度当初予算で計上する
のは当然である。今後は、下水道施設の長寿命化対
策や地震対策に計画的に取り組み、下水道事業の経
営のさらなる健全化を図っていただきたい。

●賛成●
・	いじめや自殺、学力や体力の低下、学校の安全対策、
社会教育ニーズの増加など、教育委員会が抱える
テーマは多岐にわたっている。教育委員を増員す
ることで委員会の審議を活性化し、より開かれた
教育委員会づくりを目指し、日本一の教育環境を
整えていただくことを期待する。

●賛成●
・議員それぞれの思惑や主張を乗り越え、第三者機
関の答申を尊重することが、所沢市議会が取り組
んできた議会改革の結晶であり、全国自治体議会
等の模範になることを確信するものである。

・財政的に厳しく、市民の痛みを伴う改革を実行し
なければならなくなる前に、まずは、議員自らが
痛みを伴う定数削減を実現し、覚悟を示さなけれ
ばならない。

●反対●
・地域づくり協議会の事業内容がよく分からない。
どのような自治体運営を行い、地域づくりを目指
すのかを市民に明確に示し、共感を得ていくこと
が当面の責務である。

・リサイクルプラザは、もともと直営で運営してい
た施設でノウハウは実証済みであり、民間のノウ
ハウは必要ない。直営の技能や技術の継承を断ち
切る現業職員の不補充方針を転換しなければ、市
の財政に大きな損害を与えることになる。

・所沢市総合マネジメントシステム推進事業と行政
経営推進事業については、市民生活に関わる事業
を行政改革の名のもとに、さらに縮小、廃止へと
進めるものであり、認められない。

●反対●
・利用料値上げ率については、経費回収率 80 パーセ
ント、改定率 21.56 パーセントではなく、緩やか
な値上げ率を求める。

・長引く不況のもとで、下水道料金 21.56 パーセント
の値上げは市民生活に及ぼす影響が大きい。

●反対●
・広く市民の意見を反映する教育委員の選定は、人
数増の前に、公選、公募、推薦制などさまざまな
手段が考えられる。

・定数増を教育委員会に要請した市長の真意がどこ
にあるのか分からない。教育委員の選任は、市民
の声を反映させる準公選制などの検討を求める。

●反対●
・議会の活性化、市民の多様な意見の反映、住民自
治を十分に機能させるためには、審議会の答申と
パブリックコメントの反映を担保した条例とする
べきであり、条例の附則第２項の削除を求める。

・公聴会やパブリックコメントでの意見の大半が定
数削減に反対であり、その声を受け止め、議会の
機能を発揮することが果たすべき役割である。

■所沢市教育委員会委員定数条例制定

■所沢市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定

■平成 25年度所沢市下水道事業会計予算
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№ 受	入	月	日 議　会　名 視　察　項　目 人数
１ 平成 24 年４月 19 日 埼玉県	さいたま市議会 議会報告会 12
２ 平成 24 年４月 20 日 岩手県	二戸市議会 議会基本条例 ５
３ 平成 24 年５月 30 日 兵庫県	三田市議会 議会改革（事業評価） ６
４ 平成 24 年５月 31 日 群馬県	高崎市議会 議会改革（議会基本条例制定過程） 12
５ 平成 24 年７月 10 日 茨城県	ひたちなか市議会 議会運営、改革 ８
６ 平成 24 年７月 11 日 京都府	城陽市議会 議会改革（政策討論会、自由討議） ７
７ 平成 24 年７月 12 日 愛知県	蒲郡市議会 議会基本条例、議会改革評価 ７
８ 平成 24 年７月 13 日 岡山県	玉野市議会 議会改革 ９
９ 平成 24 年７月 17 日 埼玉県	越谷市議会 議会基本条例 ３
10 平成 24 年７月 27 日 静岡県	磐田市議会 議会改革 11
11 平成 24 年７月 31 日 群馬県	藤岡市議会 議会改革 ６
12 平成 24 年８月	１日 愛知県	豊川市議会 議会改革 12
13 平成 24 年８月	７日 滋賀県	近江八幡市議会 議会改革 ８
14 平成 24 年８月 20 日 岐阜県	羽島市議会 議会基本条例、議会改革 ７
15 平成 24 年８月 21 日 埼玉県	上尾市議会 議会改革 11
16 平成 24 年８月 23 日 埼玉県	羽生市議会 議会報告会 ６
17 平成 24 年８月 30 日 佐賀県	伊万里市議会 議会改革 １

18 平成 24 年９月 12 日
埼玉県	上尾市議会
東京都	昭島市議会

９月定例会一般質問傍聴 17

19 平成 24 年 10 月	１日 山口県	下関市議会 議会報告会 ９
20 平成 24 年 10 月	３日 山形県	鶴岡市議会 議会基本条例、議会改革 11
21 平成 24年 10 月 10 日 福島県	福島市議会 議会基本条例制定後の議会運営に係る変更点 ２
22 平成 24年 10 月 15 日 静岡県	藤枝市議会 議会基本条例、議会改革 ７
23 平成 24年 10 月 19 日 大阪府	茨木市議会 議会改革 ９

　所沢市議会は、議会基本条例制定をはじめ、議会報告会や政策討論会の開催など、議員自らが積極的な議会改革
に取り組んでおります。そのため、議会改革の先進都市として、全国各地の議会議員の皆さまに、行政視察に来訪
いただいております。視察の対応につきましては、毎回、議員が数名で行っており、議員同士、忌憚のない活発な
意見交換が行われています。平成 24 年度中の行政視察（議会改革関連に限る）受け入れ状況をお知らせします。

平成24年度　行政視察受け入れ状況

■本会議において賛否が分かれた審議結果[平成25年第１回定例会] ○：賛成　　×：反対　　－：採決に加わらず

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（44件）は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。

議 案	
番号等

議　案　件　名

所沢フォーラム	
“ おおぞら ” 公明党 至誠クラブ 日本共産党

民主ネット	
リベラルの

会

みんな
の党	
所沢

共　

生
育

結　
　

果
入
沢　
　

豊

青
木　

利
幸

近
藤　

哲
男

松
本　

明
信

安
田　

義
広

中　
　

毅
志

大
館　

隆
行

岡
田　

静
佳

石
井　
　

弘

浜
野　

好
明

久
保
田
茂
男

吉
村　

健
一

植
竹　

成
年

西
沢　

一
郎

村
上　
　

浩

亀
山　

恭
子

福
原　

浩
昭

浅
野
美
恵
子

荻
野　

泰
男

杉
田　

忠
彦

桑
畠　

健
也

中
村　
　

太

秋
田　
　

孝

矢
作
い
づ
み

荒
川　
　

広

城
下　

師
子

小
林　

澄
子

平
井　

明
美

島
田　

一
隆

赤
川　

洋
二

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

谷
口　

雅
典

松
崎　

智
也

脇　
　

晴
代

越
阪
部
征
衛

市
長
提
出
議
案

第 7 号 平成 25年度所沢市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

第 1 4号 平成 25年度所沢市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

第 1 7号 所沢市教育委員会委員定数条例制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ × ○ 原案可決

第 3 6号 教育委員会委員任命の同意を求める
ことについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 同意する

議
員
提
出
議
案

第 5 号 所沢市議会議員定数条例の一部を改
正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 原案可決
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№ 受	入	月	日 議　会　名 視　察　項　目 人数
24 平成 24年 10 月 25 日 福岡県	春日市議会 議会事業評価、政策討論会 ９
25 平成 24年 10 月 30 日 鹿児島県	鹿児島市議会 議会基本条例 ３
26 平成 24年 10 月 31 日 山形県	寒河江市議会 議会事業評価、住民参加度 ６
27 平成 24 年 11 月	６日 香川県	観音寺市議会 議会改革 10
28 平成 24年 11 月 12 日 鹿児島県	霧島市議会 議会基本条例の運用、改革 12
29 平成 24年 11 月 13 日 山梨県	甲州市議会 議会改革 ８
30 平成 24年 11 月 15 日 沖縄県	那覇市議会 議会改革（反問権） 12
31 平成 24年 11 月 19 日 京都府	久御山町議会 議会改革（政策討論会） ８
32 平成 24年 11 月 20 日 新潟県	新発田市議会 議会改革 12
33 平成 25 年	１月 10 日 東京都	東大和市議会 議会改革 ９
34 平成 25 年	１月 17 日 山梨県市議会議長会 議会改革 30
35 平成 25 年	１月 23 日 新潟県	三条市議会 議会運営 11
36 平成 25 年	１月 24 日 北海道	富良野市議会 議会改革（政策討論会等） ７
37 平成 25 年	１月 28 日 栃木県	大田原市議会 議会改革 13
38 平成 25 年	１月 29 日 滋賀県	守山市議会 議会運営、改革 ５
39 平成 25 年	２月	６日 静岡県	裾野市議会 議会事業評価 10
40 平成 25 年	２月	７日 愛媛県	松山市議会 議会基本条例制定、改革 12
41 平成 25 年	２月	８日 福岡県	宗像市議会 議会事業評価 ９
42 平成 25 年	２月 18 日 山梨県	甲府市議会 議会改革 10
43 平成 25 年	３月 27 日 埼玉県	熊谷市議会 決算特別委員会 11

　

平
成
25
年
２
月
９
日
午
後
２
時
か
ら
、
所

沢
市
役
所
全
員
協
議
会
室
に
お
い
て
、
59
人

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
所
沢
市
議

会
第
２
回
の
政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
策
討
論
会
は
、「『
地
域
福
祉
』

を
考
え
る
～
社
会
問
題
化
し
て
い
る
、
孤
立

死
・
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
議
会
議
員
８
人
が
、

（
１
）
自
身
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
地
域
福
祉
と

は
？

（
２
）
地
域
福
祉
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
？

（
３
）
地
域
福
祉
を
支
え
て
い
く
主
体
者
は
誰

な
の
か
？

に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
個
人
情
報
の
問
題
は
、
し
っ

か
り
と
目
を
向
け
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
地
域
福
祉
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
改
め
て
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
、
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た

政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た

政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た

○
政
策
討
論
会
出
席
議
員

座　

長	

村
上　
　

浩

副
座
長	

平
井　

明
美

	

脇　
　

晴
代	

谷
口	

雅
典

	

末
吉
美
帆
子	

安
田	

義
広

	

越
阪
部
征
衛	

中
村　

	

太

１月10日	 市民環境常任委員会視察
１月15日～17日	 建設水道常任委員会視察
１月29日～30日	 議会運営委員会視察
２月５日	 議員定数に係る公聴会
　　８日	 代表者会議
　　９日	 政策討論会
　　12日	 議会運営委員会
	 総務常任委員会
　　13日	 代表者会議
	 議会運営委員会
	 広聴広報委員会

２月20日～３月26日　第一回定例会
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議
員　

市
長
は
、
日
本
一
子
ど
も
を
大
切
に
す

る
ま
ち
所
沢
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
あ
り
方
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

今
年
の
暑
い
日
に
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
70

デ
シ
ベ
ル
が
21
秒
間
の
騒
音
環
境
の
中
で
視
察

を
さ
れ
、
狭
山
ケ
丘
中
学
校
の
生
徒
に
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
直
接

話
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
見
解

は
ど
う
か
。

市
長　

す
で
に
判
断
は
致
し
た
の
で
あ
り
、
も

う
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

き
っ
と
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
１
年
の
間
に
素
直
で
ま
っ
す
ぐ
な
子
ど
も

の
思
考
に
、
大
人
の
介
在
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

生
徒
や
関
係
者
の
方
々
と
話
を
す
る
時
期
は
、

も
う
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

本
年
２
月
、
狭
山
ケ
丘
中
学
校
の
保
護

者
代
表
が
防
衛
省
訓
令
に
基
づ
い
て
騒
音
測
定

を
行
っ
た
。
授
業
時
間
中
の
70
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
騒
音
は
市
の
測
定
で
は
21
秒
間
、
保
護
者
の

測
定
で
は
３
６
９
．
７
秒
間
と
の
結
果
で
あ
る
。

市
長
は
、
騒
音
の
実
態
が
余
り
に
も
か
け
離
れ

て
い
る
と
は
感
じ
な
い
の
か
。

市
長　

防
衛
省
訓
令
に
よ
る
測
定
は
、
防
衛
施

設
周
辺
防
音
事
業
に
係
る
補
助
金
の
交
付
を
受

け
る
際
に
、
そ
の
補
助
割
合
を
決
め
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
昨
年
、
市
が
実
施
し
た
測
定
は

授
業
中
の
教
室
内
の
航
空
機
騒
音
を
把
握
す
る

目
的
で
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
２
つ

の
測
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
異
な
っ
て
お
り
、

比
較
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

本
市
は
航
空
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
わ

り
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
。
原
因
は
そ

の
面
影
を
残
す
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
航

空
公
園
近
く
の
東
川
に
架
か
る
旭
橋
は
、
飛
行

場
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、
戦
前
ま
で
親
柱
の
上

に
電
灯
が
付
い
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
橋
を
大
切
に
し
て
い
く
中
で
、
電
灯
を
復
元

し
、
周
辺
整
備
を
す
る
検
討
は
で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長　

旭
橋
は
所
沢
駅
か
ら
飛
行
場

へ
の
道
が
整
備
さ
れ
た
際
に
架
け
ら
れ
、
当
初

は
土
橋
だ
っ
た
が
昭
和
５
年
に
現
在
の
物
に
架

け
替
え
ら
れ
た
。
平
成
21
年
に
は
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
な
っ
た
。
電
灯
の
復
元
は
過
去
に

も
検
討
さ
れ
た
が
、
図
面
や
写
真
が
な
く
、
で

き
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
復
元
は
難
し
い

状
況
だ
が
、
資
料
調
査
や
情
報
収
集
は
行
っ
て

い
く
。
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者

の
埼
玉
県
へ
要
望
の
趣
旨
を
伝
え
て
い
く
。

議
員　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
も
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
症
状
で
あ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ

ョ
ッ
ク
を
和
ら
げ
る
エ
ピ
ペ
ン
を
持
参
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
が
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校

で
働
く
教
職
員
が
緊
急
時
に
い
き
な
り
エ
ピ
ペ

ン
を
打
つ
の
は
難
し
い
。
教
職
員
へ
の
エ
ピ
ペ

ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
た
研
修
等
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長　

緊
急
時
に
児
童
・
生
徒
の
命

を
救
う
た
め
、
エ
ピ
ペ
ン
を
持
参
す
る
児
童
・

生
徒
が
通
う
学
校
で
は
、
全
教
職
員
で
エ
ピ
ペ

ン
を
打
つ
研
修
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
教
育

委
員
会
で
も
、
エ
ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
と
研
修

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
準
備
し
た
の
で
、
学
校
に
貸
し
出

し
、
教
職
員
へ
の
研
修
を
お
願
い
し
て
い
く
。

議
員　

大
阪
で
男
子
高
校
生
が
運
動
部
顧
問
の

教
員
か
ら
体
罰
を
受
け
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
事

件
は
多
く
の
国
民
・
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者

に
衝
撃
を
与
え
た
。
教
育
長
の
体
罰
に
対
し
て

の
見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
で
は
過
去
３

一
般
質
問

市
政
に
対
す
る

教

　
育

教

　
育

質
問
者

市
長
は
狭
山
ケ
丘
中
学
校
の

生
徒
と
直
接
話
す
べ
き
で
は
？

公
明
党　

福
原	

浩
昭

質
問
者

狭
山
ケ
丘
中
学
校
騒
音
の

実
態
が
か
け
離
れ
て
い
な
い
か

み
ん
な
の
党　

所
沢　

谷
口	

雅
典

質
問
者

体
罰
問
題
を
扱
う

専
門
機
関
を
設
置
で
き
な
い
か

日
本
共
産
党　

小
林	

澄
子

質
問
者

航
空
発
祥
の
面
影
を
残
す
「
旭
橋
」

電
灯
を
復
元
で
き
な
い
か

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田	

一
隆

　３月定例会では、27人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの質
問項目中、１項目だけが
掲載されています。
　なお、すべての質問項
目は市議会ホームページ
でご覧になれます。

質
問
者

エ
ピ
ペ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
た

研
修
が
必
要
で
は
？

公
明
党　

植
竹	

成
年 ▲旭橋（御幸町）

▲エピペントレーナー
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年
間
で
体
罰
の
事
例
報
告
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
隠
ぺ
い
さ
れ
る
な
ど
も
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
体
罰
問
題
な
ど
の
相
談
と
対
応
を
行
う
機

関
を
設
立
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

体
罰
は
学
校
教
育
法
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
児
童
・
生
徒
に
屈
辱
感
を
与
え
、
心
を

深
く
傷
つ
け
、
教
員
や
学
校
の
信
頼
を
失
わ
せ

る
。
体
罰
に
よ
る
指
導
で
は
正
常
な
倫
理
観
を

養
え
ず
、
力
に
よ
る
解
決
へ
の
指
向
を
助
長
し
、

い
じ
め
な
ど
の
土
壌
を
育
む
恐
れ
が
あ
る
。

学
校
教
育
部
長　

教
員
の
体
罰
な
ど
の
相
談
は

学
校
教
育
課
で
対
応
し
て
い
る
。
機
関
の
設
立

は
有
効
な
面
も
考
え
ら
れ
る
が
、
体
罰
か
ど
う

か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
総
合
的
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
り
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

環
境
に
は
誰
も
が
責
任
を
持
ち
、
ま
ち

づ
く
り
に
は
市
民
全
員
が
参
加
す
べ
き
で
あ
る
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
子
ど
も
が

参
加
で
き
る
取
り
組
み
を
、
学
校
教
育
の
中
で

検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

各
学
校
で
は
、
社
会
科
や
総
合
的
学

習
の
時
間
な
ど
に
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
た
せ
る
た
め
、
身
近
な
地
域
や
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
、
地
域
に
根
差
し
た
学
校
づ
く

り
支
援
の
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
支
援

事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。
地
域
の
人
材
の

授
業
へ
の
活
用
、
地
域
と
の
交
流
や
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
は
、
本
市
の
教
育
の

理
念
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
所
沢
を
愛
す
る
心
」

を
育
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
基

礎
を
養
う
と
考
え
る
。

議
員　

狭
山
丘
陵
は
い
く
つ
も
の
川
の
源
流
域

で
あ
る
。
八
幡
湿
地
・
堂
入
り
の
池
・
菩
提
樹

池
な
ど
は
水
辺
の
保
全
が
進
ん
で
い
る
。
現
在
、

本
市
が
管
理
し
て
い
る
河
川
・
水
路
で
、
自
然

が
残
っ
て
い
る
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
維
持
管
理
の
手
法
や
保
全
状
況
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

自
然
が
残
っ
て
い
る
場
所
に
つ
い

て
は
、
山
口
地
区
の
耕
地
川
上
流
部
の
２
つ
の

水
路
、
北
野
地
区
の
六
ツ
家
川
支
流
の
水
路
、

三
ケ
島
地
区
の
砂
川
堀
と
東
川
の
上
流
の
５
か

所
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
良
好
な
水
辺
空
間

の
残
る
河
川
・
水
路
の
保
全
等
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
多
自
然
川
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
。

議
員　

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
生
産
緑
地
地

区
と
し
て
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
は
農

業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用
地
区
域
な
ど
に
よ

り
す
で
に
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を

さ
ら
に
「
み
ど
り
」
と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い

く
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

生
産
緑
地
地
区
は
、
重

要
な
生
産
の
場
で
あ
り
、
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
「
み
ど
り
」
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
買
い
取
り
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
に
公
園
等
の
公
共
施
設
と
し
て

利
用
を
検
討
で
き
る
。
農
用
地
区
域
で
は
、
樹

林
地
介
在
農
地
が
何
ら
か
の
理
由
で
農
地
利
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
樹
林
地
と
農
地
一
体

の
里
山
と
し
て
保
全
を
可
能
と
す
る
た
め
、「
み

ど
り
」
と
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

議
員　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
、
本
市
で
も

放
射
線
対
策
と
し
て
測
定
器
の
購
入
や
測
定
委

託
や
除
染
な
ど
に
多
く
の
経
費
を
か
け
て
き
た
。

埼
玉
県
や
県
内
の
自
治
体
か
ら
も
、
東
京
電
力

へ
の
損
害
賠
償
請
求
が
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在

ま
で
の
本
市
の
賠
償
請
求
内
容
は
ど
う
か
。

危
機
管
理
担
当
理
事　

現
在
ま
で
の
請
求
項
目

と
金
額
は
、
上
水
道
の
検
査
費
用
が
約
74
万
円
、

下
水
道
の
検
査
費
用
が
約
29
万
円
、
焼
却
灰
の

放
射
線
測
定
費
用
お
よ
び
汚
染
さ
れ
た
焼
却
灰

の
保
管
・
処
分
費
用
が
約
５
，
５
２
３
万
円
、

給
食
用
食
品
検
査
費
用
と
検
査
食
品
費
用
の
う

ち
小
・
中
学
校
分
が
約
53
万
円
、
保
育
園
分
が

約
48
万
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
水
道
と
下

水
道
の
検
査
費
用
約
１
０
３
万
円
に
つ
い
て
は
、

東
京
電
力
と
の
合
意
の
も
と
、
す
で
に
入
金
済

と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

電
気
自
動
車
が
普
及
し
な
い
理
由
の
１

つ
に
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と

違
い
充
電
ス
タ
ン
ド
は
商
売
に
な
ら
な
い
し
、

自
治
体
等
が
行
え
ば
持
ち
出
し
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
が
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
が
、
電
気
自
動
車
が
走
れ
る
環
境
に

つ
い
て
、
市
長
が
目
指
す
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ

ン
所
沢
構
想
の
中
で
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
を
策

定
す
る
こ
と
と
決
め
、
平
成
25
年
度
は
実
際
に

計
画
を
策
定
す
る
段
階
と
な
っ
た
。
電
気
自
動

車
に
つ
い
て
は
企
業
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
必

要
に
な
る
と
思
う
が
、
検
討
委
員
会
や
環
境
ク

リ
ー
ン
部
に
任
せ
て
期
待
し
て
い
る
。

議
員　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
な
ど
に
上
る
と
遮

る
も
の
が
な
い
太
陽
光
の
恵
み
が
も
っ
た
い
な

い
と
強
く
感
じ
る
。
本
市
に
は
ま
だ
ま
だ
利
用

可
能
な
公
共
施
設
の
屋
根
が
あ
る
。
特
に
災
害

時
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校

の
屋
根
は
大
規
模
災
害
時
の
電
力
供
給
を
考
え

て
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
望
ま
れ
る
。

本
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
利
用
実
績

と
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

実
績
と
し
て
は
、
小
・

中
学
校
に
３
基
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
２

質
問
者

電
気
自
動
車
用

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
は
？

公
明
党　

村
上　
　

浩

環

　
境

環

　
境

質
問
者

公
共
施
設
に
お
け
る

太
陽
光
発
電
利
用
実
績
は
？

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

末
吉
美
帆
子

質
問
者

ま
ち
づ
く
り
に

子
ど
も
が
参
加
で
き
る
取
組
み
を

育　

越
阪
部	

征
衛

質
問
者

保
全
可
能
な
水
辺
の
把
握
と

保
全
の
状
況
は
？

共
生　

脇　

	

晴
代

質
問
者

東
京
電
力
株
式
会
社
へ
の

損
害
賠
償
請
求
の
状
況
は
？

至
誠
ク
ラ
ブ　

杉
田	

忠
彦

質
問
者

農
地
を「
み
ど
り
」と
す
る
理
由
は
？

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

中　

毅
志
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基
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ほ
か
公
共
施
設

に
７
基
の
計
13
基
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
、

温
暖
化
対
策
基
金
を
活
用
し
整
備
を
進
め
、
マ

チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
の
策
定
段
階
に

お
い
て
太
陽
光
発
電
の
導
入
方
法
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
市
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

本
市
は
近
隣
他
市
と
比
較
す
る
と
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
軽
度
認
定
者
の
占
め
る
割
合

が
約
53
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
入
間
市
と
共
に
高
い
。

介
護
関
係
者
か
ら
は
、
入
間
市
と
本
市
は
介
護

認
定
が
大
変
厳
し
い
と
の
声
も
聞
く
。
人
口
が

同
規
模
の
越
谷
市
が
約
43
パ
ー
セ
ン
ト
、
川
越

市
は
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
部
長　

要
介
護
認
定
基
準
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
法
や
施
行
規
則
に
基
づ
い
て
認

定
し
て
お
り
、
基
準
が
他
市
と
異
な
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
軽
度
な
段
階
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
状
態
の
改
善
が
図

ら
れ
て
重
度
の
状
態
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
維
持
改
善
が
図
ら

れ
、
予
防
の
効
果
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。

議
員　

介
護
保
険
料
を
支
払
え
な
い
方
が
年
々

増
え
て
い
る
。
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
な
い
と

介
護
を
受
け
る
際
に
３
割
負
担
と
な
る
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
る
制
度
で
あ
る
。
本
市
の
介
護
保
険

条
例
の
減
免
規
定
で
は
、
災
害
や
火
事
以
外
は

適
用
さ
れ
な
い
。
年
金
額
も
下
が
り
、
先
行
き

不
安
な
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
条
例
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

認
定
者
数
や
介
護
保
険
の
利

用
率
も
増
え
て
お
り
、
滞
納
者
が
増
加
し
て
い

る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
滞
納
者
に
つ
い
て
、

分
割
納
付
等
の
合
意
が
あ
れ
ば
給
付
制
限
は
し

て
い
な
い
し
急
激
に
生
活
困
窮
と
な
っ
た
場
合

は
生
活
保
護
制
度
に
つ
な
げ
て
い
る
。
生
活
が

苦
し
い
方
へ
の
機
械
的
な
減
免
は
望
ま
し
く
な

い
と
の
国
の
指
導
も
あ
る
が
、
相
談
を
通
じ
て

の
支
援
は
行
っ
て
い
く
。

議
員　

ピ
ロ
リ
菌
は
胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
の
原
因

と
な
る
細
菌
で
あ
り
、
除
菌
す
る
こ
と
で
発
症

の
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
と
い
わ
れ
る
。
陽
性

の
場
合
で
も
除
菌
を
す
れ
ば
、
再
び
感
染
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
本

市
の
検
診
事
業
と
し
て
、
節
目
年
齢
で
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
実
施
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

本
市
で
も
健
康
増
進
法
に
基

づ
く
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
や
が
ん
検
診
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ピ
ロ

リ
菌
検
査
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省

の
が
ん
検
診
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
に

お
い
て
、
が
ん
検
診
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の

妥
当
性
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

国
・
県
等
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

議
員　

が
ん
患
者
が
増
加
傾
向
の
中
、
在
宅
医

療
支
援
の
１
つ
と
し
て
、
抗
が
ん
剤
な
ど
を
使

わ
ず
、
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
人

生
の
終
末
期
を
迎
え
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
も
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
実
施
を
検
討
で
き
な
い
か
。

事
務
部
長　

末
期
が
ん
等
の
治
癒
困
難
な
患
者

と
家
族
を
対
象
に
、
身
体
・
精
神
両
面
で
の
ケ

ア
を
行
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
実
施
に
は
、
疼

痛
管
理
が
で
き
る
専
門
医
師
な
ど
の
専
門
職
の

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
本
格

的
な
実
施
は
難
し
い
。
今
後
も
開
業
医
等
と
の

連
携
を
深
め
、
短
期
予
約
入
院
な
ど
で
、
在
宅

医
療
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

自
宅
と
施
設
の
距
離
に
よ
っ
て
通
い
や

す
さ
に
違
い
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
格

差
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
人
件
費
を
含
め
た
施
設
全
体
の
事
業
費
金

額
、
利
用
者
の
人
数
、
利
用
者
一
人
当
た
り
の

事
業
費
金
額
と
委
託
化
な
ど
、
今
後
の
施
設
運

営
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

自
力
で
通
え
る
利
用
者
が
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
要
介
護
・
要
支
援

者
は
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用

が
想
定
さ
れ
る
。
年
間
事
業
費
は
、
平
成
23
年

度
決
算
額
で
全
施
設
が
約
２
億
７
，
２
９
８
万

円
、
利
用
者
数
が
延
べ
２
９
８
，
７
１
２
人
で

一
人
１
回
当
た
り
約
９
０
０
円
と
な
る
。
憩
の

家
８
施
設
の
う
ち
現
在
は
４
施
設
を
指
定
管
理

と
し
て
い
る
が
、
残
り
の
４
施
設
も
平
成
26
年

４
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
考
え

で
あ
る
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
住

民
自
治
・
市
民
参
加
・
地
区
庁
舎
な
ど
は
、
ど

れ
も
同
時
に
醸
成
す
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。
自

治
の
自
助
、
参
加
の
参
助
、
庁
舎
の
庁
助
は
三

つ
子
で
あ
る
。
総
合
計
画
で
も
地
域
力
は
上
位

に
提
起
さ
れ
た
課
題
だ
が
、
こ
の
三
つ
子
を
同

時
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
地
域
の
絆
は
深
ま

ら
な
い
。
住
民
自
治
に
関
し
て
は
本
市
の
動
き

は
ま
だ
鈍
く
、
絆
は
紡
げ
て
い
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
が

良
く
し
て
い
く
こ
と
が
自
治
の
基
本
で
あ
る
は

質
問
者

要
介
護
認
定
基
準

所
沢
市
は
厳
し
い
の
か

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

石
本	

亮
三

福

　
祉

福

　
祉

質
問
者

介
護
保
険
料
の
減
免
条
例

見
直
し
が
で
き
な
い
か

日
本
共
産
党　

平
井	

明
美

質
問
者

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
実
施
で
き
な
い
か

日
本
共
産
党　

城
下	

師
子

質
問
者

ピ
ロ
リ
菌
検
査　

節
目
年
齢
で
の

検
査
を
導
入
で
き
な
い
か

公
明
党　

吉
村	

健
一

質
問
者

高
齢
者
の
福
祉
施
設

今
後
の
運
営
方
針
は
？

み
ん
な
の
党　

所
沢　

松
崎	

智
也

行

　
政

行

　
政

質
問
者 ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

期
待
す
る
も
の

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

安
田	

義
広
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ず
で
あ
り
、
自
治
会
・
町
内
会
は
そ
の
原
点
で

あ
る
。
自
治
会
・
町
内
会
が
中
心
と
な
り
地
域

づ
く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
、
ま
さ

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
も
の
と

思
う
。
庁
内
で
の
検
討
も
進
め
て
き
て
お
り
、

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

議
員　

所
沢
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
誰
か
を

動
か
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
市
長
み
ず

か
ら
汗
を
か
い
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
企
業
誘

致
計
画
な
ら
、
市
長
が
直
接
、
企
業
に
出
か
け

て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
を

起
こ
す
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
す

で
に
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

市
長　

私
が
み
ず
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
の

も
い
い
が
、
監
督
も
一
緒
に
や
る
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
み
ず
か
ら
実
践
者
に
な
ろ
う
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
や
る
時
に
は
や
る
覚
悟
で
あ
る
。

ま
た
、
任
せ
る
こ
と
も
大
切
と
考
え
て
お
り
、

職
員
が
一
生
懸
命
や
っ
て
、
そ
の
力
が
１
２
０

パ
ー
セ
ン
ト
出
た
時
、
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う

な
実
績
が
上
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

３
年
ほ
ど
前
に
歳
入
確
保
の
観
点
か
ら

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
取
り
組
み
と
し
て
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
と
市
民
体
育
館
を
対
象
に
募
集

し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
今
後
は
、

道
路
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
）
や
来
年

度
設
置
予
定
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
国
立
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
西
側
の
長
い
弥
生
町

歩
道
橋
な
ど
、
道
路
・
歩
道
・
橋
・
公
園
な
ど
、

売
れ
る
も
の
を
何
か
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
部
長　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
市
民

体
育
館
は
本
市
と
ゆ
か
り
の
な
い
企
業
等
の
名

称
が
強
調
さ
れ
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ン

ド
が
あ
い
ま
い
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

副
市
長　

ご
提
案
の
各
施
設
や
ま
た
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
活
用
に
つ
い
て
は

他
市
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員　

先
日
、
新
聞
に
「
死
亡
手
続
き
窓
口
一

本
化
望
む
」
と
い
う
本
市
市
民
の
主
婦
の
方
か

ら
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。
内
容
は
、
予
想
以

上
に
手
続
き
が
大
変
で
、
複
数
の
窓
口
を
訪
ね

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
が
、

市
民
の
利
便
性
を
考
え
、
親
切
な
所
沢
市
役
所

だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
効
率
的
で

温
か
い
窓
口
の
あ
り
方
を
検
討
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長　

こ
れ
ま
で
も
各
所
管
に
お
い

て
窓
口
業
務
の
あ
り
方
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
改
善
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
超
親
切
な
市

役
所
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
関
係
各
課

に
よ
る
協
議
の
場
を
設
け
、
わ
か
り
や
す
い
資

料
の
提
供
や
受
け
付
け
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
検
討
し
た
い
。

議
員　

本
市
で
も
多
く
の
部
署
で
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者
の
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
透
明
性
や
公
平
性
な
ど
誰

の
目
に
も
納
得
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
実
態
は
各
所
管
に
委
ね
ら
れ
、
統

一
的
な
シ
ス
テ
ム
が
な
い
。
特
に
評
価
後
に
各

委
員
が
自
分
の
評
価
し
た
点
数
の
確
認
が
で
き

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長　

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
運

用
し
て
い
る
。
評
価
者
本
人
が
自
分
の
点
数
を

確
認
す
る
仕
組
み
は
で
き
て
お
り
、
問
題
は
な

い
と
考
え
る
が
、
そ
れ
が
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
各
選
定
委
員
会

で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
検
証
・
調
査
を
実
施
し
、
温
度
差
が
あ
る

よ
う
な
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
定
め
、
適
切
な

運
用
を
心
掛
け
た
い
。

議
員　

多
く
の
自
治
会
長
か
ら
回
覧
の
件
数
が

多
く
て
配
布
作
業
が
大
変
だ
と
の
声
を
聞
く
。

回
覧
物
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
自
治
会
に
届

け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
内

容
を
１
枚
に
ま
と
め
る
な
ど
、
回
覧
件
数
縮
減

の
工
夫
は
で
き
な
い
の
か
。

市
民
部
長　

回
覧
文
書
は
、
各
所
属
で
の
作
成

後
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
で
受
け
付
け
を
行

い
、
発
送
番
号
を
付
与
し
、
そ
の
後
、
各
所
属

か
ら
対
象
地
域
の
行
政
協
力
員
の
代
表
者
あ
て

に
、
５
日
・
15
日
・
25
日
の
月
３
回
の
い
ず
れ

か
の
日
に
到
達
す
る
よ
う
に
送
付
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
行
政
情
報
の
周
知
に
は
回
覧
が
最

も
有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
、
今
後
も
不
必
要

な
も
の
は
縮
減
し
、
安
易
に
回
覧
に
頼
ら
な
い

等
、
件
数
縮
減
を
全
庁
的
に
喚
起
し
て
い
く
。

議
員　

所
沢
駅
は
昨
年
、
改
札
口
が
橋
上
駅
舎

に
統
合
さ
れ
駅
ナ
カ
商
業
施
設
も
整
備
さ
れ
た
。

質
問
者 所

沢
成
長
作
戦
！

だ
れ
が
動
く
の
か
？

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

赤
川	
洋
二

質
問
者 ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

石
井　

弘

質
問
者 効

率
的
で
温
か
い
窓
口
対
応
を

公
明
党　

亀
山	

恭
子 ▲弥生町歩道橋

質
問
者

指
定
管
理
者
の
選
考
に
は

透
明
性
が
必
要
で
は
？

日
本
共
産
党　

荒
川　

広

質
問
者

自
治
会
へ
の
回
覧
文
書

件
数
を
縮
減
で
き
な
い
か
？

至
誠
ク
ラ
ブ　

浅
野	

美
恵
子

質
問
者

所
沢
駅
に
観
光
・
物
産
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
で
き
な
い
か
？

至
誠
ク
ラ
ブ　

秋
田　

孝

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
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駅
構
内
に
本
市
の
観
光
・
物
産
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
多
く
の
人
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
西
武
鉄
道
や
観
光

協
会
、
農
業
団
体
、
地
元
商
店
街
等
と
の
協
議

も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
と
併

せ
て
物
産
等
の
販
売
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

所
沢
駅
構
内
へ
の
本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
用

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
市
民

課
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
移
設
と
共
に
要
望
し

て
い
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
断
念
し
た
。
常
設

で
は
な
く
臨
時
で
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
、
改
札

内
で
は
あ
る
が
１
か
所
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
、
物
販
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

議
員　

西
所
沢
駅
西
口
開
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
２
月
に
西
所
沢
駅
西
口
開
設
検
討
協
議

会
か
ら
提
言
書
が
出
さ
れ
、
本
市
も
開
設
に
向

け
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
と
聞
く
。
地
元

で
も
期
待
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
現
在
の

事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

市
民
部
長　

西
口
開
設
検
討
協
議
会
か
ら
提
言

さ
れ
た
、
安
全
歩
行
環
境
の
整
備
や
西
口
開
設

に
伴
う
周
辺
環
境
へ
の
影
響
の
検
討
に
つ
い
て
、

庁
内
の
関
係
部
署
、
消
防
署
、
警
察
署
、
鉄
道

事
業
者
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。
自
由
通
路
主

体
の
事
業
を
整
理
す
る
う
え
で
、
国
の
補
助
事

業
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
る
か
と
い
う
課
題
も

生
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
関
係

権
利
者
の
方
々
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

議
員　

三
ケ
島
工
業
団
地
地
区
の
充
実
、
都
市

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
工
業
活
性
化
施

策
策
定
委
員
会
か
ら
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
の
調
整
を
図
り
工
業
集
積
エ
リ
ア
と
し

て
の
具
体
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
周

辺
の
都
市
計
画
道
路
整
備
と
の
整
合
性
も
含
め

て
一
体
的
か
つ
計
画
的
に
整
備
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
産
業
経
済
部
と
し
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

既
存
の
工
業
団
地
の
拡
張
・

充
実
や
企
業
誘
致
に
係
る
土
地
利
用
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
現
在
見
直
し
作
業
中
の
ま
ち
づ
く

り
基
本
方
針
な
ど
へ
の
反
映
が
重
要
な
の
で
、

適
宜
関
係
部
署
と
調
整
し
て
い
く
。
ま
た
、
埼

玉
県
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
も
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
庁
内
の
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員　

第
５
次
所
沢
市
総
合
計
画
実
施
計
画
の

中
で
、
農
業
施
策
で
は
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め

に
設
置
し
た
「
と
こ
と
こ
市
」
の
収
益
が
下
が

っ
て
き
て
い
る
が
、
場
所
が
分
か
り
に
く
い
こ

と
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
表
通
り
の

分
か
り
や
す
い
場
所
に
移
転
で
き
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

農
業
施
策
の
最
重
要
課
題
は

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
・
担
い

手
の
確
保
と
考
え
る
。「
と
こ
と
こ
市
」
に
つ

い
て
は
、
周
辺
に
適
当
な
場
所
が
な
く
、
現
段

階
で
は
移
転
は
考
え
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
の

で
、
今
後
も
積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

議
員　

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
の
延
伸
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の
東
所
沢
駅

へ
の
乗
り
入
れ
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、

新
座
市
の
期
成
同
盟
で
は
、
同
じ
武
蔵
野
線
の

新
座
駅
へ
の
乗
り
入
れ
を
提
案
す
る
動
き
が
あ

る
。
柳
瀬
地
区
で
も
市
民
の
意
見
を
も
っ
と
発

信
す
べ
く
、
期
成
同
盟
設
立
の
声
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
市
長
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
い
る
の
か
。

市
長　

12
号
線
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
国
、
東

京
都
、
埼
玉
県
の
事
業
化
へ
の
理
解
と
多
額
な

経
費
負
担
に
見
合
う
費
用
対
効
果
、
関
係
自
治

体
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
の
整
合
性
な
ど
、
課

題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
事
業

実
施
に
は
予
算
措
置
等
を
含
め
市
域
全
体
の
総

意
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も

引
き
続
き
協
議
会
の
役
員
と
し
て
、
市
民
の
声

を
反
映
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
く
。

▲所沢駅構内

質
問
者 西

所
沢
駅
西
口
開
設

現
状
と
見
通
し
は
？

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

近
藤	

哲
男

質
問
者

三
ケ
島
工
業
団
地
地
区
の
充
実
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
？

至
誠
ク
ラ
ブ　

荻
野	

泰
男

質
問
者 都

市
高
速
鉄
道
12
号
線
延
伸

市
長
の
思
い
は
？

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
お
お
ぞ
ら
�　

松
本	

明
信

質
問
者

と
こ
と
こ
市

場
所
の
移
転
は
で
き
な
い
か
？

日
本
共
産
党　

矢
作	

い
づ
み▲とことこ市店舗（御幸町）

市議会の本会議・委員
会は公開されていて、
どなたでも傍聴する
ことができます。
（傍聴者が定員を超えた場
合は、傍聴できない場合
があります。）

本会議インターネット中
継もご利用ください。
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ご意見・ご要望への概要 所沢市議会としての回答
・水道部と下水道部の組織統合による移転費用や保健福祉部が二つの
部に分かれることにより懸念される人件費について説明がない。

・水道部と下水道部の統合により、課は減少します。また、職員数につ
いても定員適正化計画により、毎年減らす方向です。

・市の職員は何人いて、平均給与はいくらか。また、議員報酬はどの
ように決めているのか。

・正規職員数は、平成22年度が2,527人、平成23年度が2,469人、平
成24年度が2,437人で、ここ数年減少傾向にあります。
・平均給与は等級によってさまざまですが、ラスパイレス指数で見た場
合、国家公務員の給与より若干高めです。
・議員報酬は、特別職報酬等審議会において審査し、決定しています。

・一人および一世帯あたりの住民税は平均でいくらか。 ・平成24年度予算については、一人あたり、7万1,944円、一世帯あた
り、16万6,362円になります。

・議会報告会の運用形態は、どのように行われているのか。

・議会報告会は3月定例会後に1回、その他の定例会いずれかの後に1
回、それぞれに2か所で、年に4回開催しています。メンバーについて
は、議長を除く35人の議員を8人または9人に割り振り、4班体制とし
ています。

・所沢市障害者団体ふれあい活動支援事業の一部補助期限（3年）後
の補助はどのようになるのか。

・この事業を3年間実施し、今後については推移を見守ることとし、そ
の間に出てきた市民の要望については、議会として反映させていきた
いと考えています。

・聴覚障害者には防災無線が聴こえず、災害時や避難時にとても不安
がある。情報がないため命の危険にさらされることがあることにつ
いて、議会としてはどのように考えているのか。

・総務常任委員会で地域防災計画の見直しに関する提言をまとめまし
た。その中で障害者の声も聴き、計画改訂するよう求めています。

・国民健康保険の増加が今後も増加する見通しであるならば、その増
加分を賄う手立てについてどのように考えているのか。

・高齢化が急速に進んでいる中での経費削減は厳しい面もありますが、
ジェネリック薬品の活用や人件費の削減等を議会においてもチェック
していきます。

・買物難民にとって地元商店街の存在は大きい。この視点からの空き
店舗対策を行っていただきたい。

・重要な課題としてしっかり受け止め、議会からも市長部局に要望して
いきたいと考えています。

・四常任委員会審査は、同日に行わず日程をずらせば市民は全ての委
員会を傍聴できるので検討してもらいたい。 ・担当委員会で検討していきます。

・狭山ケ丘中学校におけるエアコン問題に関して、議会は市長に遠慮
せず、もっと強い態度で望んでもらいたい。

・これまでの議会報告会においても数多くのご意見をいただいており、
今後も注目される問題ですので、対応を注視していただきたいと考え
ています。

・市の人件費に関する人事委員会では、行政職に対してどのようなア
ドバイスをしているのか。 ・本市には人事委員会がなく、人事院勧告に準拠しています。

・議会報告会に初めて参加したが、議員の活動が伝わってこない。 ・ご指摘いただいた点については、議論、検討を深めてまいります。

・議員一人あたりの一般質問の数が多すぎる。議員はもっと勉強し
て質問数を絞り、深い議論を交わすことで行政をチェックしてほし
い。

・貴重なご意見として承ります。

・防災訓練における子どもの参加率が思わしくない。防災教育の確立
のため、議会からも要請してほしい。 ・貴重なご意見として受け止めさせていただきます。

・Ｊアラートを介して市民に正確な防災情報が配信される仕組みはで
きているのか。

・市の「ほっとメール」に登録していただければ、Jアラートの情報が即
時に入手できるシステムが構築されています。

・今ある予算を防災に充てるのではなく、なぜ先に市民税を引き上げ
るのか。

・引き上げについては国の地方税法その他の法律改正に伴うものです。
これまでは、予算を防災に十分に充てることができない状況でしたが、
今回の引き上げによって財源をより確保することができます。

議会報告会でいただいたご意見・ご要望への対応について
昨年開催した議会報告会において、参加された皆さまからいただいた議会および市政に関するご意見・
ご要望については、広聴広報委員会で協議した結果、所沢市議会として下記のとおり対応いたします。

（誌面の都合で一部の掲載を省略しています。全項目はホームページに掲載しています。）
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　桜がお彼岸に開花しました。寒暖の差も
あり例年になく長いお花見ができたのでは

ないでしょうか。この間、所沢市議会では政策討論会が盛況に終わり、３月定例
会で新年度予算が成立しました。また、議員定数の条例改正があり、次回の改選
から定数 36 から 33 となりました。５月には議会報告会が実施されます。ぜひご
参加いただき、ご意見をお聞かせください。	 （明）
委	員	長	 石本	亮三　副委員長　荻野	泰男
委　　員	 脇　	晴代　矢作いづみ　赤川	洋二　松崎	智也　松本	明信　安田	義広
	 亀山	恭子　福原	浩昭　浜野	好明（議長）　桑畠	健也（副議長）
連	絡	先	 議会事務局調査担当（TEL	2998―9256）（FAX	2998―9222）

可決された意見書 各意見書は要旨を掲載しています。全文は市議会ホームページの「議決の概要」
から「議員提出議案」をご覧ください。

北朝鮮による核・ミサイルと拉致問題の解決を求める意見書（要旨）

機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める意見書（要旨）

　北朝鮮による核実験やミサイル発射は、地域のみならず国際社会全体の平和と安全に対する脅威であり、断固と
して認められない。
　政府は、追加制裁を検討するとともに、関係各国と連携しつつ、北朝鮮がミサイル発射や核実験などの挑発的な
行為を繰り返すことの無いよう、リーダーシップを発揮すべきである。さらに、政府は、主権と人権の重大な侵害で
ある拉致問題について、拉致被害者の方々の一刻も早い帰国につながるよう、全力をあげ、北朝鮮への働きかけを
より強めていくべきである。
提出先	 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　法務大臣　外務大臣　財務大臣　経済産業大臣
	 国土交通大臣　防衛大臣　内閣官房長官　拉致問題担当大臣

東日本大震災からの速やかな復興、福島再生を求める意見書（要旨）
　東日本大震災からの復旧・復興は、わが国が全力を挙げて取り組むべき最大の課題であることは論をまたない。
政府は、特に下記の点に十分に留意した施策の遂行を強く求めるものである。

記
１	 十分な復興予算を確保し、復興庁を中心に現地の要望に寄り添ったきめ細やかな復興関連諸施策を進めること
で、復興を更に加速させること。産業の再生、雇用の創出、インフラの早期復旧、街づくりなどを促進すること。

２	 事故原発の安全確保には今後とも万全を期すとともに、除染の徹底、賠償の一層の迅速化などを通じて、住民
の生活の再建・安定化を進めること。

３	 被災地の産品に対する風評被害について、各自治体や関連機関と密接に連携をとり、対策には特に万全を期す
ること。

提出先	 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　農林水産大臣　環境大臣
	 内閣官房長官、復興大臣

　慢性的に血糖値が高い状態が続くと糖尿病を発症することは知られているが、すい臓の機能失調等による血糖値
の調節異常によって発症する「機能性低血糖症」は医師ですらまだ認知度が低い病である。
　そこで、「機能性低血糖症」に関する調査研究、病名の認知および意識啓発、検査体制の拡充等が図られるよう、
以下の取り組みを国に要望する。

記
１　「機能性低血糖症」についての医学研究の進展と診断・治療法の普及に向け国として調査研究を進めること。
２　「機能性低血糖症」診断のための５時間の耐糖能精密検査を保険適用の対象とすること。
３　新生児の「機能性低血糖症」による障害発生を予防するため、周産期医療において妊産婦の生活習慣の改善
を図るとともに早期発見と治療の体制づくりを推進すること。

提出先	 衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣
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